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※行の挿入・削除、セルの結合は絶対に行わないこと。 （単位：千円）

電話番号 第一次交付限度額

メールアドレス 第二次交付限度額

交付対象経費 第三次交付限度額（地方単独分） 87,421                           
1/23以降緊急事態措置等
に係る別途算定額

0

国庫補助事業費 第三次交付限度額（補助裏分） 5,513                            うち法定率事業分 654           

地方単独事業費
第三次交付限度額のうち
本省繰越希望額

（第三次地単分＋法定率事業分以内）

交付限度額計

Ａ

Ｂ Ｇ

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

国庫補
助額

交付対象
経費

起債予
定額

その他

367,209 18,638 6,355 358,354 - 2,500 - 

1 単
中小企業再
建支援事業

①新型コロナウイルス感染症の影響により、経営に支
障が生じている事業者に対して支援金を給付
②③④
ⅰ千葉県中小企業再建支援金交付要綱に基づき、千葉
県知事が支援金を交付するべきものと認めた中小企業
者に対し事業継続支援金として感染予防のための設備
や消耗品類の整備費等を支給
ⅱ中小企業基本法（昭和38年法律第154号）第2条第1
項における会社及び個人のうち特定の条件を満たす事
業者
ⅲそれぞれ事業社あたり10万円を助成

○ ○ － － －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規
模事業者等へ
の支援

㉑いずれも該
当しない

R2.6 R3.3 23,000 23,000 - - 「白子町積算根拠①.pdf」参照
R2補正
（地）

2 単 106
子育て世帯応
援給付金給
付事業

①－
②－
③臨時休校に伴う家計負担増に伴う応援支援金を国施
策の子育て世帯への臨時特別給付金給付事業に上乗
せし支給　1,070人×1万円
④－

－ － － － －

Ⅱ-４．生活に
困っている世
帯や個人への

支援

㉑いずれも該
当しない

R2.6 R2.10 10,700 10,700 - - 「白子町積算根拠②.pdf」参照
R2補正
（地）

3 単 12
感染拡大防
止体制整備
事業

①－
②－
③感染拡大防止対策のための検査やワクチン接種体制
等の整備に係る経費としてマスクや消毒液等の購入
マスク・消毒液・防護服・非接触型体温計等の購入経費
3,017千円
自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の購入経費　303千円
予診票印刷費　130千円
④－

－ － － － －
Ⅰ-２．検査体
制の強化と感
染の早期発見

㉑いずれも該
当しない

R2.6 R3.3 3,450 3,450 - - 「白子町積算根拠③.pdf」参照
R2補正
（地）

4 単 12
公共的空間
安全・安心確
保事業

①－
②－
③公共施設における感染拡大防止対策のためのマス
ク、消毒液・非接触型体温計等の設置に係る経費
施設（マスク、消毒液・非接触型体温計等)合計13,064千
円
自動水栓等の交換に係る経費　1,300千円
コロナ対応職員時間外手当　1,000千円
感染症予防リーフレット作製費　50千円
通信運搬費　286千円
④－

－ － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.6 R3.4以降 15,700 15,700 - - 「白子町積算根拠④.pdf」参照

ワクチン接種が開始さ
れてもすぐに全町民が
接種できないため、新
型コロナウイルス感染
症対策が令和３年度も
引き続き対応が必要
なため

R2補正
（地）

5 ○ 単 94
健康二次被
害克服事業

①－
②－
③フレイル予防のための運動指導（対象100人以上、毎
週1回、2カ所で実施）を行い体力向上を図る事業に係る
経費（感染対策、物品調達等の諸経費250万円(ケア用
品リース2,000千円等)・指導員経費350万円(指導員経
費700千円×5人)）
④－

－ － － － －
Ⅲ-２．地域経
済の活性化

㉑いずれも該
当しない

R2.7 R3.3 6,000 6,000 - - 「白子町積算根拠⑤.pdf」参照
R2補正
（地）

6 単 36
防災活動支
援事業

①災害が発生し避難所を開設する場合、新型コロナウィ
ルス感染症の状況を踏まえ、感染症対策に万全を期す
ため備蓄品等を購入し、災害時の住民の生命を守る。
②感染症対策に必要な物資・資材を整備する消耗品費
及び備品購入費並びに避難者が密接しないように臨時
の避難施設借上料
③避難施設において感染拡大を防止するためのパー
テーション、専用トイレテント等の購入。
892.75千円×29施設
④地方公共団体

－ － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保
⑤防災IT化 R2.6 R3.4以降 25,890 25,890 - - 

「白子町積算根拠⑥・⑩.pdf」参
照

避難所資材の購入を
進めているが、備蓄場
所が手狭となってしま
い備蓄倉庫の追加が
急遽必要となってし
まったため

R2補正
（地）

7 ○ 単 1
帰国者・接触
者外来設置
運営協力金

①県からの依頼により「帰国者・接触者外来」を設置し、
検体採取を行っている長生郡市内の医療機関に対し
て、長生郡市7市町村で負担割合（均等割20％、人口割
20％）に応じた協力金を支給
②検体1件あたり100千円の協力金を支給
③A病院100千円×100件＝10,000千円
　B病院100千円×30件＝3,000千円
　白子町の負担額Ａ病院　882千円、Ｂ病院　265千円
④長生郡市内医療機関

－ － － － －
Ⅰ-２．検査体
制の強化と感
染の早期発見

㉑いずれも該
当しない

R2.5 R3.3 1,147 1,147 - - 「白子町積算根拠⑦.pdf」参照
R2補正
（地）

個人を対
象とした
給付金等

移替先 総務省 356,526                                                                                  

担当部局課名 総務課 12,283                                                         本省繰越予定額                    14,223

14,223                                                                                   担当者氏名 鈴木敏行 346,071                                                        配分予定額計 342,303                  

確
認
済
み
事
業

総事業費 補助対
象事業
費

補助対
象外経
費

参考資料

備考①
（地方単独事業に関
連している国庫補助
事業がある場合、そ
の国庫補助事業名と
所管省庁名）

備考②
（事業の終期が令和
３年３月を超えるこ
とが見込まれる場
合、その事情）

予算区分

合計

Ｎｏ

補
助
・
単
独

事
例
集
事
例
番
号

交付対象事
業の名称

所
管

事業の概要（①②③④を必ず明記）
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

①休業要
請協力金

②事業者
への給付
金

③事業者
への家賃
支援

特定事業
者等支援

基金
経済対策と
の関係

交付対象事業
の区分

（地域未来構
想20との該当
関係）

事業
始期

事業
終期

★★令和２年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画

都道府県名 千葉県 0475-33-2110 第一次配分額 76,697                   76,697                                                                                   

186,895                                                                                  

都道府県・市町村コード（５桁） 12424 358,354                                                        第三次配分予定額
（本省繰越希望額を除く）

78,711                   

地方公共団体名 白子町 zaisei@town.shirako.lg.jp 第二次配分額 186,895                  

mailto:zaisei@town.shirako.lg.jp
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Ｂ Ｇ

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

国庫補
助額

交付対象
経費

起債予
定額

その他

個人を対
象とした
給付金等

確
認
済
み
事
業

総事業費 補助対
象事業
費

補助対
象外経
費

参考資料

備考①
（地方単独事業に関
連している国庫補助
事業がある場合、そ
の国庫補助事業名と
所管省庁名）

備考②
（事業の終期が令和
３年３月を超えるこ
とが見込まれる場
合、その事情）

予算区分Ｎｏ

補
助
・
単
独

事
例
集
事
例
番
号

交付対象事
業の名称

所
管

事業の概要（①②③④を必ず明記）
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

①休業要
請協力金

②事業者
への給付
金

③事業者
への家賃
支援

特定事業
者等支援

基金
経済対策と
の関係

交付対象事業
の区分

（地域未来構
想20との該当
関係）

事業
始期

事業
終期

8 単 71
宿泊施設復
興支援事業

①全国で展開されるGOTOキャンペーンと連携し、宿泊
者に対して復興クーポンを発行する。また、各種スポー
ツ大会の支援やトイレの洋式化及びバリアフリー化によ
り高齢の宿泊者にも対応することで更なる集客を図る。
②宿泊クーポン代のほか大会支援費用、トイレ改修・バ
リアフリー化費用、ポスター作製費を追加
③宿泊クーポン　2千円/人×10,000枚＝20,000千円
2千円/人×20,000枚＝40,000千円（3次補正追加分）
大会支援費用　300千円×20回、500千円×8回＝
10,000千円
5,000千円（3次補正追加分）
トイレ改修・バリアフリー化費用　12施設　22,448千円
コロナ対策ポスター作製費：500円×200枚＝100千円
④白子町内宿泊施設

－ － － － －
Ⅲ-２．地域経
済の活性化

⑲商品券・旅
行券

R2.8 R3.4以降 97,548 97,548 - - 
「白子町積算根拠⑧修正.pdf」参
照

新型コロナウイルス感
染症の収束を見据え
た事業実施が必要で
あるため

R2補正
（地）

9

10 単
リビングシフト
環境整備事
業

①働き方が見直される中、「新しい生活様式」への対応
をしつつ、地方で「生活・働く」を推進するため、リビング
シフト環境整備事業を実施し、テレワークや副業、フレッ
クス勤務が持続可能となる「職住・自由自在の未利用町
有地」を若者定住用の良好宅地として造成し、地元から
離れた若者及び首都圏の若者世代向け等に分譲（１区
画50万円×5区画）する。良好宅地を分譲することで、新
しいライフスタイルに興味を持ち好きな時に好きな場所
で過ごそうとする若者世代に訴求し、移住定住が促進さ
れる。
②造成費（伐採・抜根・整地・造成）。
③５区画予定、造成費（伐採・抜根・整地・造成12,000千
円、水道2,000千円、ガス2,000千円）合計16,000千円
④UIターン等を希望する若者向け

－ － － － －
Ⅳ-４．公共投
資の早期執行

等

⑬リビングシフ
ト

R2.8 R3.4以降 16,000 13,500 - 2,500 

新型コロナウイル感染
症の対応のため建設
業者の施工に不測の
日数を要しているため

R2補正
（地）

11○ 単 106

赤ちゃん元気
チャージ応援
給付金給付
事業

①特別定額給付金の対象外となった4月28日以降に出
生した新生児に応援給付金として給付金を支給する。
②令和2年4月28日～令和3年4月1日までの出生者への
給付金
③新生児40人×100千円＝4,000千円
④特別定額給付金の基準日以前より町内に住所を有し
出生後も町内に住所を有する母親または養育者

－ － － － －

Ⅱ-４．生活に
困っている世
帯や個人への

支援

㉑いずれも該
当しない

R2.9 R3.4以降 4,000 4,000 - - 
令和3年4月1日までの
出生者を対象としてい
るため

R2補正
（地）

12○ 単
外出支援事
業

①単独ではバスやタクシー等の公共交通機関を利用す
ることが困難な者を、リフト付き福祉車輌により自宅から
病院や公共機関まで送迎を行う。新型コロナウイルス感
染症予防、拡大防止のため密集状態を避けるため、福
祉車両を増台する。
②福祉車輌の購入費及び運転管理業務委託料
③福祉車両購入費：4,500千円　1台分
　 運転管理業務委託料：1,300千円
④対象者：要支援、要介護の認定を受け、概ね65歳以
上のひとり暮らし及び高齢者のみの世帯で歩行困難な

－ － － － －
Ⅲ-２．地域経
済の活性化

①３密対策 R2.8 R3.3 5,800 5,800 - - 
R2補正
（地）

13○ 単
ふれあいセン
ター維持管理
事業

①町内のふれあいセンターに新型コロナウイルス感染
症の流行に踏まえた市民による救急蘇生法（指針）によ
り、人工呼吸を行わずに胸骨圧迫とＡＥＤによる蘇生法
を実施することとして設置し応急手当を行うことができる
体制を整備する。
②自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の購入経費
③自動体外式除細動器購入費：305千円×3台　　915千
円
④地方公共団体・白子町ふれあいセンター（3ヶ所）

－ － － － －
Ⅰ-３．医療提
供体制の強化

㉑いずれも該
当しない

R2.8 R3.3 915 915 - - 
R2補正
（地）

14 単 94
第二次 健康
二次被害克
服事業

①外出自粛により減少した歩数を増やすことで、生活習
慣病や認知症の重症化を予防するため、広く住民を対
象とし、健康二次被害の克服に向けた底上げを図る。歩
数増加の努力に対してインセンティブを設定し、追加ポ
イントとして商品券を配付することで地元経済の活性化
にも寄与する。
②事業運営委託料（事業周知、ウォーキング環境整備、
データ集計、商品券調達及び配付に係る経費）
③事業周知446千円(広報媒体作成165千円、通知281
千円(1,700人を想定)）、ウォーキング環境整備385千円
(100人分×3,850円)、データ集計440千円、商品券調達
4,995千円(調達約5,000枚を想定)、商品券配付1,215千
円(1,700人を想定)
④白子町在住在勤者、白子町商工会

－ － － － －
Ⅲ-２．地域経
済の活性化

⑲商品券・旅
行券

R2.8 R3.3 7,481 7,481 - - 「白子町積算根拠⑪.pdf」参照
R2補正
（地）

15○ 単 83

健康二次被
害の現状把
握及びコロナ
対応型健幸
都市づくり構
築に向けた調
査事業

①健康二次被害の現状と健康課題の原因を明らかにす
ると同時に、withコロナ及びafterコロナにおける「新しい
生活様式」での今後の健幸都市づくりの方針を具体化
する。
②業務委託料（調査票の設計、発送、回収、入力・集
計・分析、報告書作成にかかる経費）
③調査票の設計198千円、調査票の発送及び回収2,156
千円(発送5,000人、回収2,000人を想定)、入力・集計・分
析3,410千円、報告書作成198千円
④白子町民

－ － － － －
Ⅲ-２．地域経
済の活性化

②発熱外来 R2.8 R3.3 5,962 5,962 - - 「白子町積算根拠⑫.pdf」参照
R2補正
（地）

16 単 57
高収益作物
次期作支援
事業

①新型コロナウイルスの影響による需要の減少により
市場価格が低落するなどの影響を受けた野菜・花き・果
樹・茶等の高収益作物について、国が次期作に前向き
に取り組む生産者を支援し、国内外の新たな需要促進
につなげることとしているが、町の基幹産業である農業
への影響も大きいため、追加で支援金を支給し農業者
の生産意欲の向上を図る。
②種苗等の資材購入や機械レンタル等の経費への支
援金（１０aあたり20千円）
③野菜等作付面積支援金　　2324.9a×20千円（10aあ
たり）4,649,800円
④要件を満たす生産者

－ ○ － － －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規
模事業者等へ
の支援

⑮強い農林水
産

R2.8 R3.3 4,650 4,650 - - 
R2補正
（地）



12424_白子町_実施計画Ａ

Ｂ Ｇ

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

国庫補
助額

交付対象
経費

起債予
定額

その他

個人を対
象とした
給付金等

確
認
済
み
事
業

総事業費 補助対
象事業
費

補助対
象外経
費

参考資料

備考①
（地方単独事業に関
連している国庫補助
事業がある場合、そ
の国庫補助事業名と
所管省庁名）

備考②
（事業の終期が令和
３年３月を超えるこ
とが見込まれる場
合、その事情）

予算区分Ｎｏ

補
助
・
単
独

事
例
集
事
例
番
号

交付対象事
業の名称

所
管

事業の概要（①②③④を必ず明記）
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

①休業要
請協力金

②事業者
への給付
金

③事業者
への家賃
支援

特定事業
者等支援

基金
経済対策と
の関係

交付対象事業
の区分

（地域未来構
想20との該当
関係）

事業
始期

事業
終期

17○ 単 43
ポイントカード
事業

①町内の加盟店で使える「電子マネー用のカード」とそ
のカードを読み取る「専用端末機」を導入し、ポイントを
管理し、使用することで、新型コロナウイルス感染症の
影響により業績が悪化した飲食業等の経済回復を図る
と同時に、キャッシュレス化を普及することで現金による
接触をなくしコロナ感染を抑止する。
また、町が推進している健幸ポイントとの連携等も可能
になり、更なる飲食業等の集客及び活性化を図る。
②ポイントカードシステム導入費用一式
③タブレット経費50台7,744千円　　カード10,000枚444千
円
④白子町サービス会

－ － － － －
Ⅲ-２．地域経
済の活性化

③キャッシュレ
ス

R2.8 R3.3 8,188 8,188 - - 
R2補正
（地）

18○ 単 106
復興支援町
内共通商品
券事業

①町内で使用できる商品券を発行することにより、町内
の子育て世帯の消費に与える影響を緩和するとともに、
新型コロナウイルス感染症の影響で売上の減少した地
域経済の活性化を図る。
②商品券（5,000円×1,150人　10,000円×100人（児童
扶養手当該当者））、郵送代、販売委託・換金経費
③商品券印刷関連経費　1,263千円　郵送代303千円
　換金委託費500千円　商品券分補助6,750千円
④令和2年7月31日において、本町の住民基本台帳に登
録されている者で、引き続き町内に住所を有する平成14
年4月2日以降に生まれた者の属する世帯

－ － － － －
Ⅲ-２．地域経
済の活性化

⑲商品券・旅
行券

R2.8 R3.3 8,816 8,816 - - 
R2補正
（地）

19○ 単
白子海岸安
全対策事業

①本来であれば、観光の町として夏季観光をメインとし
て各種産業が盛り上がるところであったが、新型コロナ
ウイルス感染症の影響により感染の拡大を防ぐため海
水浴場をやむなく不開設としたが、屋外という事もあり自
粛を守らず夏期期間中多くの来遊客が予想されるため、
当初予定していた海水浴場の監視予算を活用し町内海
岸へ監視員を配置し、感染症防止対策や水難事故等へ
の安全確保を図る。
②監視業務委託料
③監視員経費1,197千円、資機材及び消耗品1,764千円
④白子海岸全域

－ － － － －

Ⅲ-１．観光・
運輸業、飲食
業、イベント・
エンターテイ
ンメント事業
等に対する支

援

㉑いずれも該
当しない

R2.7 R2.9 2,961 2,961 - - 
R2当初
（地）

20○ 補 38
学校保健特
別対策事業
費補助金

文科

①学校再開等にあたり集団感染のリスクを避けるため、
学校設置者が実施する保健衛生用品等の整備に必要
な経費を補助することにより、幼児、児童及び生徒が安
心して学ぶことができる体制の整備を促進する。
②マスク等感染症対策物資（児童生徒数の合計×340
円）
③643人×340円＝218,620円
④町内小中学校児童及び生徒

－ － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.8 R3.3 218 218 109 109 - - -         
R2補正
（国）

21○ 補 12
学校保健特
別対策事業
費補助金

文科

①感染リスクを最小限にしながら学校を再開し、十分な
教育活動を継続するため、学校設置者が実施する取組
に係る経費を補助することにより、学校における感染症
対策を徹底しながら児童及び生徒の学びの保障をする
体制の整備を図る。
②消毒液や非接触型体温計等の保健衛生用品の追加
的な購入経費（4校あたり児童生徒数1～300人、2,000
千円（加算地域））
③4校×2,000千円＝8,000千円
④町内小中学校児童及び生徒

－ － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.8 R3.3 8,000 8,000 4,000 4,000 - - -         
R2補正
（国）

22○ 単 103
公立学校情
報機器整備
事業

①初等中等教育において、Society 5.0 という新たな時
代を担う人材の教育や、特別な支援を必要とするなどの
多様な子供たちを誰一人取り残すことのない一人一人
に応じた個別最適化学習にふさわしい環境を速やかに
整備するため、学校における高速大容量のネットワーク
環境(校内ＬＡＮ)の整備を推進するGIGAスクール構想の
実現に向けて、小中学生１人１台端末導入を進めること
とし、臨時休業等でもＩＣＴの活用により学びを保障でき
る環境を整備するため、国の補助金を越える経費及び
対象外経費に交付金を活用する。
②生徒用タブレット端末の１人１台整備に係る経費
③必要額　52,542千円
・「３人に１台分」（地方単独事業）のうち未整備分
　45千円×台数221台＝9,945千円
・「３人に２台分」（国費事業）について国からの定額補助
（45千円／台）への上乗せ分
上乗せ単価13千円×443台＝5,759千円
・その他端末に関する経費（教員用端末・教材アプリ・導
入費・設定費・保守等）36,838千円
④地方公共団体

－ － － － －

Ⅳ-３．リモー
ト化等による
デジタル・トラ
ンスフォーメー
ションの加速

⑨教育 R2.8 R3.3 52,542 52,542 - - 「白子町積算根拠⑬.pdf」参照
公立学校情報機器整
備費補助金

R2補正
（地）

23 単
３密対策安心
安全環境維
持事業

①学校再開に伴い、学校の感染症対策等を徹底しなが
ら子供たちの学習保障をするため、３密対策など、安心
安全な環境維持を図る。
一斉休業に伴い夏季休暇が短縮されたことにより給食
提供に際し、菌の増殖を抑制し食中毒予防対策を講じ
るため保冷庫を購入、３密を避けるため教室や体育館な
ど屋内の使用のほか、グランドなど屋外施設の使用が
多くなるため、乗用芝刈機と散水機を導入しこまめなグ
ランドの維持管理を行い児童生徒の安全を図る。
②給食保管用機材及びグランド整備用芝刈り機の購入
③給食保冷庫325千円（1台）、グランド用スポーツトラク
タ858千円（1台）、グランド用散水器1,155千円（3機）
④小中学校

－ － － － －

Ⅰ-８．学校の
臨時休業等を
円滑に進める
ための環境整

備

㉑いずれも該
当しない

R2.7 R2.8 2,338 2,338 - - 
R2補正
（地）
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Ｂ Ｇ

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

国庫補
助額

交付対象
経費

起債予
定額

その他

個人を対
象とした
給付金等

確
認
済
み
事
業

総事業費 補助対
象事業
費

補助対
象外経
費

参考資料

備考①
（地方単独事業に関
連している国庫補助
事業がある場合、そ
の国庫補助事業名と
所管省庁名）

備考②
（事業の終期が令和
３年３月を超えるこ
とが見込まれる場
合、その事情）

予算区分Ｎｏ

補
助
・
単
独

事
例
集
事
例
番
号

交付対象事
業の名称

所
管

事業の概要（①②③④を必ず明記）
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

①休業要
請協力金

②事業者
への給付
金

③事業者
への家賃
支援

特定事業
者等支援

基金
経済対策と
の関係

交付対象事業
の区分

（地域未来構
想20との該当
関係）

事業
始期

事業
終期

24 単 102
芸術ふれあい
事業

①新型コロナウイルス感染症の影響による学校の一斉
休業をした結果、年間の授業数を確保するため多くの行
事などを中止せざるを得なくなった。授業三昧の毎日で
息を抜く時間もなく精神的・身体的な被害が懸念される。
子供たちの元気を取り戻すため、芸術に触れる機会を
創出し、健やかな成長を図る。
②アーティスト派遣委託や作品制作に係る経費
③音楽鑑賞会1,210千円、黒板アート・似顔絵制作鑑賞
1,296千円、消毒液他消耗品費200千円
④小中学校

－ － － － －

Ⅰ-８．学校の
臨時休業等を
円滑に進める
ための環境整

備

⑫文化芸術・
スポーツ・コン
テンツビジネ

ス

R2.8 R3.3 2,706 2,706 - - 
R2補正
（地）

25○ 単 28
図書館パワー
アッフﾟ事業

①町HPを通じて24時間365日いつでも図書室の蔵書検
索・予約を行うことができるよう整備し、図書室での接触
感染や滞在時間の短縮、3密の回避等の感染リスクを
軽減させることで感染拡大防止を図る。
②Webサーバー機、Webサーバー構築費、図書検索及
び予約機能の構築費
③図書Webシステム構築【3,000千円】Webサーバー機
（Windows Server2019Standard 16ｺｱ ｲﾝｽﾄｰﾙ 113,000
円、Microsoft SQL Sever 2019 Standardバンドル
150,000円、Microsoft SQL Sever 2019 5User CAL
150,000円、 ほか）1,300千円、Webサーバー構築費（ｻｰ
ﾊﾞｰ機能の構築費170,000円、ｻｰﾊﾞｰ構築費(IIS)
200,000円、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ構築費175,000円）600千円、図書
検索及び予約機能の構築費1,100千円
④地方公共団体

－ － － － －
Ⅰ-６．情報発
信の充実

㉑いずれも該
当しない

R2.8 R3.3 3,000 3,000 - - 
R2補正
（地）

26○ 単
学校給食安
全対策事業

①新型コロナウイルス感染症の影響により臨時休校措
置となった児童生徒の学習時間を確保するにあたり、夏
季休業期間を変更し授業を実施することに伴い、夏季の
酷暑時における学校給食の提供が必要となるが、盛夏
における学校給食の実施にあたり、今まで以上に衛生
管理を行うことが必要になるため食材納品保管庫等を
購入し、より安心安全な学校給食の提供を図る。
②食材保冷用機材及び給食保温保冷食缶の購入
③冷凍冷蔵庫553千円、低温貯蔵庫280千円、電源工事
費166千円
　食缶31.5千円×36個＝1,134千円
④地方公共団体

－ － － － －

Ⅰ-８．学校の
臨時休業等を
円滑に進める
ための環境整

備

㉑いずれも該
当しない

R2.7 R2.9 2,133 2,133 - - 
R2補正
（地）

27○ 単
学校給食関
係事業者支
援事業

①新型コロナウイルス感染症の感染防止のために行っ
た学校の臨時休業に伴い、学校給食食材納入業者が
抱える食材について、給食の停止により牛乳供給事業
者の影響が甚大であったため、学校再開後の安定供給
を図り、事業者を支援することにより継続的な牛乳供給
を図る。
②学校給食用牛乳供給事業者への支援金
③A供給価格 49.94円(令和２年度供給価格(200cc))
B原料代（生乳価格） 26.495円(関東生乳販連の「学入
向け生乳価格」)
C処理配送費(A-B) 23.445円
D支援金等算定単価(C×0.8) 18.756円(処理配送費の8
割相当額)
E支援金等対象数量 23,247本(年間の需要見込本数か
ら、4,5月を想定した本数)
F支援金等額(D×E) 436,021円
④千葉県学校給食用牛乳供給事業連絡協議会

－ － － － －

Ⅱ-３．事業継
続に困ってい
る中小・小規
模事業者等へ
の支援

㉑いずれも該
当しない

R2.8 R2.8 437 437 - - 
R2補正
（地）

28○ 補
介護保険事
業費補助金

厚労

【介護保険事業特別会計（通いの場の活動自粛下にお
ける介護予防のための広報支援事業）】
①新型コロナウイルス感染拡大防止のため、介護予防
事業の活動自粛に伴い、在宅高齢者の健康を維持する
ために必要な情報について、広報を行い介護予防事業
に努める。
②介護予防リーフレット作成費
③リーフレット印刷製本費　960千円（全世帯配布）、郵
送代　10千円
④白子町民

－ － － － －
Ⅰ-１．マスク・
消毒液等の確

保

㉑いずれも該
当しない

R2.6 R3.3 970 970 646 324 - - -         
R2補正
（国）

29 単 24
公共交通応
援事業

①町民生活の移動手段として不可欠な公共交通は、コ
ロナ禍で経営に大きな影響が生じているため、感染症
対策や運行継続支援に資するため、奨励金により支援
を実施する。
②路線バス事業者及びタクシー事業者への感染症対策
や運行継続支援に資するための経費
③路線バス事業者
・町内を運行する路線1路線に対し50万円（合計4路線
200万円予定）
・タクシー事業者　1事業者あたり50万円、保有する事業
用車両1台に対し10万円（合計5台50万円予定）
④路線バス事業者及びタクシー事業者

－ ○ － － － －

①-Ⅲ-１．観
光・運輸業、
飲食業、イベ
ント・エンター
テインメント事
業等に対する
支援

⑪地域交通体
系

R3.3 R3.3 3,000 3,000 - - 
R2補正
（地）

30 単
オンライン会
議環境整備
事業

①新型コロナウイルス感染症拡大を防止するため、オン
ラインでのリモート会議が増加しているが、役場庁舎は
インターネットに接続できる環境やインターネット用端末
の台数が限られているため、会議スケジュールの調整
に苦慮している。そのため、庁舎と同敷地内にある健康
づくりセンター及び青少年センターにWi-Fiによるイン
ターネット環境の構築と、オンライン会議用のPC端末を
増設することでオンライン会議を同時に実施できる環境
を整備する。
②オンライン会議を実施するための環境整備に係る経
費
③事業費内訳
Wi-Fi環境整備費　3,190,000円
Wi-Fi月額利用料　41,250円×12か月=495,000円
PC端末　179,300円×10台=1,793,000円
ヘッドセットマイク　2,200円×10台=22,000円
ウェブカメラ　4,950円×3台=14,850円
スピーカホン　30,800円×3台92,400円

－ － － － － －

①-Ⅳ-３．リ
モート化等に
よるデジタル・
トランスフォー
メーションの
加速

④行政IT化 R3.3 R3.4以降 5,608 5,608 - - 

新型コロナウイルス感
染症の拡大が続く中、
都心部から離れている
本町周辺にも拡大が
進行し、県や事業者と
のリモートによる会議
が日を追うごとに多く
なってきたため、現状
の機器での対応がで
きなくなってしまったた
め新たに事業を実施
する必要が生じたため

R2補正
（地）
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Ｂ Ｇ

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

国庫補
助額

交付対象
経費

起債予
定額

その他

個人を対
象とした
給付金等

確
認
済
み
事
業

総事業費 補助対
象事業
費

補助対
象外経
費

参考資料

備考①
（地方単独事業に関
連している国庫補助
事業がある場合、そ
の国庫補助事業名と
所管省庁名）

備考②
（事業の終期が令和
３年３月を超えるこ
とが見込まれる場
合、その事情）

予算区分Ｎｏ

補
助
・
単
独

事
例
集
事
例
番
号

交付対象事
業の名称

所
管

事業の概要（①②③④を必ず明記）
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

①休業要
請協力金

②事業者
への給付
金

③事業者
への家賃
支援

特定事業
者等支援

基金
経済対策と
の関係

交付対象事業
の区分

（地域未来構
想20との該当
関係）

事業
始期

事業
終期

31 単 12

公共的空間
安全・安心確
保事業（保育
所）

①新型コロナウイルスの感染症対策の中で最も効果的
とされている一つに手洗いがある。本町の保育所では、
１日に平均７～８回は手洗いをさせている状況の中で、
既存の手洗い場や洗面所は蛇口式の水道であることか
ら、その行為にも感染のリスクがある。この感染リスクを
防止するために、非接触型水栓とすることで、手洗いに
関して触れることの回数をゼロにできる手洗いを可能に
する。
②非接触型水栓の導入に係る経費
③手洗い用蛇口の自動水栓　33千円×39か所＝１,287
千円
④公立保育所

－ － － － － －
①-Ⅰ-１．マ
スク・消毒液
等の確保

㉑いずれも該
当しない

R3.3 R3.4以降 1,287 1,287 - - 

新型コロナウイルス感
染症の拡大が続いて
おり、感染の拡大が収
まらない現状から家族
内感染が増えているた
め保育園での感染の
抑え込みを実施するこ
ととなったため

R2補正
（地）

32 単

公立保育所
給食安全対
策衛生設備
等向上事業

①新型コロナウイルス感染症対策として保育所給食に
使用する食器等には、今まで以上に衛生管理を行うこと
が必要になるため電気消毒保管庫を購入し、より安心
安全な保育所給食の提供を図る。
②電気消毒保管庫購入
③550千円
④公立保育所

－ － － － － －
①-Ⅰ-１．マ
スク・消毒液
等の確保

㉑いずれも該
当しない

R3.3 R3.3 550 550 - - 
R2補正
（地）

33 単
保育所施設
整備事業

①コロナ禍においては、外出自粛に伴い、ストレスの増
大、体力の低下が懸念されている。保育所に通う児童
は特に成長期の中、体力づくりを阻害されることになり、
屋外で自由に遊びたくても遊べないという本来あるべき
保育ができない状況を改善するために、園庭に体力づく
りに効果があると言われている遊具を設置し、その一方
で利用に際しては、室内と室外に園児を分散することに
よりできる限りの3密を回避しながら楽しく遊べる環境づ
くりを提供する。
②遊具設置等工事
③３保育所　2,100千円×３か所×1.1＝6,930千円
④公立保育所

－ － － － － －
①-Ⅰ-１．マ
スク・消毒液
等の確保

㉑いずれも該
当しない

R3.3 R3.4以降 6,930 6,930 - - 

新型コロナウイル感染
症が続く中、緊急事態
宣言等が発令され外
出自粛を余儀なくされ
た園児たちのストレス
軽減や体力の維持を
継続するために事業を
実施することとなった
ため

R2補正
（地）

34 単

介護サービス
事業所・施設
等職員慰労
金支給事業

①新型コロナウイルスの感染リスクにさらされ、心身に
負担のかかる中で、最大限の感染症対策を行いながら
介護サービスを提供し、高齢者の日常生活を支えてた
だいている職員に慰労金を支給する。
②介護サービス事業所・施設等職員1名につき20千円
③慰労金　20千円×210人、振込手数料　660円×210
人
④白子町に所在する介護サービス事業所・施設等に勤
務する職員（令和2年1月30日から6月30日までの間に
介護サービス事業所・施設等で10日以上勤務した職員）

－ － － － － －

①-Ⅱ-３．事
業継続に困っ
ている中小・
小規模事業者
等への支援

㉑いずれも該
当しない

R2.12 R3.3 4,339 4,339 - - 
R2補正
（地）

35 単

　障害福祉
サービス施
設・事業所等
職員慰労金
支給事業

①新型コロナウイルスの感染リスクにさらされ、心身に
負担のかかる中で、最大限の感染症対策を行いながら
障害福祉サービスを提供し、障害者の日常生活を支え
てただいている職員に慰労金を支給する。
②障害福祉サービス施設・事業所等職員1名につき20
千円
③慰労金　20千円×10人、振込手数料　660円×10人
④白子町に所在する障害福祉サービス施設・事業所等
に勤務する職員（令和2年1月30日から6月30日までの
間に障害福祉サーボス施設・事業所等で10日以上勤務
した職員）

－ － － － － －

①-Ⅱ-３．事
業継続に困っ
ている中小・
小規模事業者
等への支援

㉑いずれも該
当しない

R2.12 R3.3 200 200 - - 
R2補正
（地）

36 単
医療従事者
等慰労金支
給事業

①新型コロナウイルスの感染リスクにさらされ、心身に
負担のかかる中で、最大限の感染症対策を行いながら
医療業務を遂行している医療従事者等に慰労金を支給
する。
②医療従事者等職員１名につき20千円
③慰労金　20千円×70人、振込手数料　660円×70人
④白子町に所在する医療機関等に勤務する職員（令和
2年1月30日から6月30日までの間において通算10日以
上勤務した職員）

－ － － － － －

①-Ⅱ-３．事
業継続に困っ
ている中小・
小規模事業者
等への支援

㉑いずれも該
当しない

R2.12 R3.3 1,447 1,447 - - 
R2補正
（地）

37 単
共同活動支
援事業

①住民が多数参加する地域の共同活動（遊休農地解消
や発生未然防止の草刈り）における新型コロナウイルス
感染拡大防止対策として、感染リスクの軽減を図るため
には密を回避して少人数で活動を行う必要があることか
ら、参加者間の接触機会を減らすための省力化機械で
ある乗用草刈機等を導入し、地域に貸出すことにより、
継続的な活動を支援する。
②乗用草刈機等の購入
③乗用草刈機　　1,375千円×2台
④地方公共団体

－ － － － － －

①-Ⅳ-２．海
外展開企業の
事業の円滑
化、農林水産
物・食品の輸
出力の維持・
強化及び国内
供給力の強化

支援

①３密対策 R3.3 R3.4以降 2,750 2,750 - - 

新型コロナウイル感染
症が続く中、住民が多
数参加する地域の共
同活動にも影響が出
始めており、令和３年
度以降の活動への影
響が出始めてきたため
新たに事業を実施する
こととなたため

R2補正
（地）

38 単
ポイントカード
推進事業

①新型コロナウイルス感染症が長期間している影響に
より業績が悪化した飲食業等の経済回復を図る目的で
ポイントカード事業（システム導入）を予定しているが、
影響が長引いてることによりポイントカード事業後にお
いて加盟店の増加推進やキャンペーン等を行い町経済
の回復のための販売促進を図る。
②③ポイントカード推進費用　5,000千円
④白子町サービス会

－ － － － － －
①-Ⅲ-２．地
域経済の活性

化

⑯地域商社、
観光地域づく
り法人（DMO）

R3.3 R3.4以降 5,000 5,000 - - 

新型コロナウイルス感
染症の影響により商
店等の売り上げが伸
び悩んでいるため継続
的な支援が必要であ
るため

R2補正
（地）

39 単
観光ＰＲ事業
補助金

①感染症の影響で観光客が減少しているなか、効果的
な観光ＰＲを行うことにより、本町の観光経済の回復の
ための観光誘客を図る。
②観光ＰＲ事業
③事業費　5,000千円
・ラジオ番組放送委託料、観光情報誌掲載委託料等
④地方公共団体

－ － － － － －

①-Ⅲ-１．観
光・運輸業、
飲食業、イベ
ント・エンター
テインメント事
業等に対する
支援

㉑いずれも該
当しない

R3.3 R3.4以降 5,000 5,000 - - 

新型コロナウイルス感
染症の影響により町
の主要産業である観
光を立て直すため、収
束を見据えた事業実
施が必要となったたた
め

R2補正
（地）
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40 補
学校保健特
別対策事業
費補助金

文科

感染症対策等の学校教育活動継続支援事業
①ＧＩＧＡスクール学習用端末の導入と合わせ、授業に
必要となる大型掲示装置等の周辺機器を整備すること
により、ＩＣＴを最大限活用し全ての子供たちの学びを保
障できる環境を早急に 実現する。
②テレビ型電子黒板整備に係る購入経費
③必要額　9,450千円
・テレビ型電子黒板　＠450千円×21台＝9,450千円
④小中学校

－ － － － － －

①-Ⅳ-３．リ
モート化等に
よるデジタル・
トランスフォー
メーションの
加速

⑨教育 R3.3 R3.4以降 9,450 9,450 1,600 7,850 - - 

公立学校情報機器整
備費補助金を活用し
機器整備を行ったが、Ｉ
ＣＴを最大限活用し全
ての子供たちの学びを
保障できる環境を早急
に整備する必要が生じ
たため

R2補正
（国）

41 単
修学旅行等
キャンセル料
支援事業

①新型コロナウイルス感染症の影響で修学旅行等を中
止したことにより発生するキャンセル料（企画料）につい
て、本来保護者が負担することとなる経費を町が負担す
ることにより、保護者の経済的な負担軽減を図る。
②修学旅行等の企画料（中止に伴い支払いが発生する
もの）
③小学校　 61,424円、中学校　239,237円
④小中学校

－ － － － － －

①-Ⅰ-８．学
校の臨時休業
等を円滑に進
めるための環
境整備

㉑いずれも該
当しない

R2.9 R2.12 301 301 - - 
R2補正
（地）

42 単
文化芸術支
援事業

①新型コロナウイルス感染症の収束を見据え、ふるさと
応援歌を町内外へのPRと新型コロナウイルスの影響で
発表や練習の場を失った小中学生のために、ふるさと
応援歌を制作した歌手と小中学生における制作発表す
る場を設けるとともにCD等の制作を行う。
②歌手の出演及び小中学生が演奏する楽譜の作成、
CD等へ収録に係る経費
③歌手出演料　220千円
楽譜制作料　300千円
CD収録費　275千円
④各小中学校町内小中学校児童及び生徒

－ － － － － －
①-Ⅰ-６．情
報発信の充実

⑫文化芸術・
スポーツ・コン
テンツビジネ

ス

R3.3 R3.4以降 795 795 - - 

新型コロナウイルス感
染症の影響により子ど
もたちの活動の場が
制限されているため、
新型コロナウイルス感
染症の収束を見据え
た事業実施が必要で
あるため

R2補正
（地）


